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漁業協同組合

　水産振興に係る意見交換会開催される

　パネルディスカッション
　　～水産物流通で漁業と漁村を活かす～

　島根県魚食普及推進協議会を設立

　水産ジャーナリストの会年度賞受賞

　直接取引事業実施のこれまでの動き

　特集「飛躍～今年にかける思い」

　浜の声～福間文雄さん（ＪＦしまね大社支所）
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　第31回全国海の子絵画展（小学生の部）

文部科学大臣奨励賞受賞作品 

島根県八束郡東出雲町立揖屋小学校　２年　長谷川尚貴　君「おにいちゃんとウニとり」
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1
月　

日
（
月
）、
東
京
都
千
代
田

26

区
平
河
町
の
都
道
府
県
会
館
に
お
い

て
「
平
成　

年
度
水
産
振
興
に
係
る

20

意
見
交
換
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
島

根
県
議
会
水
産
振
興
議
員
連
盟
の
主

催
に
よ
る
も
の
で
、
漁
業
団
体
か
ら

は
、
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
・
岸
会
長
、
県
機

船
底
曳
網
連
・
金
坂
会
長
、
県
か
に

か
ご
組
合
・
西
野
組
合
長
、
県
小
型

機
船
協
・
吉
田
会
長
、
出
雲
地
区
定

置
連
・
小
川
会
長
、
県
ま
き
網
協
・

野
津
、
平
木
副
会
長
等
9
名
が
出

席
。

　

水
産
振
興
議
員
連
盟
の
岡
本
会
長

に
よ
る
開
会
挨
拶
に
続
き
、
Ｊ
Ｆ
し

ま
ね
岸
会
長
は
「
政
・
官
・
民
が
一

緒
に
な
っ
て
勉
強
す
る
機
会
は
、
全

国
的
に
も
稀
で
、
私
共
水
産
を
ご
理

解
、
ご
支
援
頂
く
極
め
て
有
意
義
な

場
で
あ
り
非
常
に

あ
り
が
た
く

思
っ
て
い
る
。」

と
挨
拶
。
最
後

に
水
産
庁
三
浦

漁
政
課
長
は

「
本
日
の
意
見

交
換
会
が
、
水

産
行
政
の
円
滑

か
つ
的
確
な
推

進
と
島
根
県
水
産
業
の
発
展
に

と
っ
て
意
義
の
あ
る
も
の
に
な
る

こ
と
を
祈
念
す
る
。」
と
挨
拶
し
た
。

　

第
一
部
の
意
見
交
換
会
は
�
平

成　

年
度
予
算
の
概
要
�
省
エ
ネ
・

21
構
造
改
革
の
推
進
�
担
い
手
の
育

成
・
確
保
�
離
島
漁
業
再
生
支
援
交

付
金
に
つ
い
て
進
む
中
で
、
�
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
の
漁
場
整
備
に
関
し
、
野

津
副
会
長
が
「
浮
魚
資
源
に
特
に
効

果
が
あ
る
湧
昇
流
を
引
き
起
こ
す

『
湧
昇
マ
ウ
ン
ド
礁
』
の
早
期
整
備

に
つ
い
て
」
要
請
。
�
日
韓
漁
業
交

渉
の
状
況
報
告
に
続
き
�
信
用
保

証
制
度
の
創
設
に
つ
い
て
は
、
岸
会

長
が
「
原
油
・
原
材
料
価
格
の
高
騰

や
仕
入
価
格
の
高
騰
の
影
響
を
強

く
受
け
て
い
る
中
小
漁
業
者
が
、
金

融
機
関
か
ら
融
資
を
受
け
る
際
の

無
担
保
に
よ
る
保
証
枠
と
保
証
制

度
の
充
実
強
化
」を
強
く
要
望
し
た
。

　

第
二
部
の
懇
談
会
で
は
、
本
県
選

出
の
青
木
幹
雄
参
議
院
議
員
、
細
田

博
之
衆
議
院
議
員
、
竹
下
亘
衆
議
院

議
員
ま
た
山
田
水
産
庁
長
官
等
の

ご
出
席
を
頂
き
あ
ら
た
め
て
意
見

交
換
を
行
い
、
盛
会
裏
の
う
ち
に
終

了
し
た
。

　

1
月　

日
（
火
）、
東
京
都
千
代
田
区
内

27

幸
町
の
日
本
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
に

お
い
て
、
水
産
経
済
新
聞
社
主
催
に
よ
る

「
水
産
物
流
通
で
漁
業
と
漁
村
を
活
か

す
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
た
。

　

水
産
物
流
通
と
魚
食
普
及
に
一
石
を

投
じ
た
と
さ
れ
、
今
、
業
界
で
最
も
注
目

を
集
め
て
い
る
「
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
」
と
「
イ

オ
ン
」
の
直
接
取
引
に
つ
い
て
、
関
係
す

る
全
漁
連
・
長
屋
常
務
、
気
仙
沼
漁
協
・
佐

藤
組
合
長
、
全
水
卸
連
・
池
本
会
長
代
理
、

イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
・
浅
田
取
締
役
を
パ
ネ

リ
ス
ト
と
し
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
近

畿
大
学
・
日
高
准
教
授
を
迎
え
、
今
後
、

有
効
な
手
段
と
な
る
の
か
ど
う
か
を
含

め
て
語
る
た
め
に
企
画
さ
れ
た
も
の
。

本
県
か
ら
は
岸
会
長
（
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
）、
小

川
会
長
（
出
雲
地
区
定
置
連
）
等
関
係
者

6
名
が
参
加
。

　

水
産
物
流
通
の
各
段
階
を
代
表
す
る

パ
ネ
ラ
ー
か
ら
の
意
見
発
表
の
後
、
長
屋

常
務
、
浅
田
取
締
役
か
ら
直
接
取
引
に
つ

い
て
の
経
緯
等
説
明
が
あ
っ
た
。
続
く

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
冒
頭
で
岸
会
長

は
「
生
産
者
・
市
場
・
小
売
業
者
だ
れ
も

儲
か
っ
て
い
な
い
原
因
は
、
消
費
者
の
方

が
魚
を
消
費
す
る
力
が
落
ち
た
こ
と
に

尽
き
る
。
今
、
一
番
大
事
な
こ
と
は
魚
食

普
及
で
あ
り
、
そ
れ
に
向
け
て
関
係
す
る

全
て
の
者
が
共
通
意
識
を
も
っ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
具
体
化
す
る
こ
と
に
活
路
が

見
出
せ
る
。」
と
述
べ
た
。

　

会
場
か
ら
も
活
発
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、

予
定
さ
れ
た
時
間
を
超
え
る
中
、
日
高
准
教

授
は
「
卸
売
流
通
シ
ス
テ
ム
は
、
非
常
に
良

い
仕
組
み
で
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
伝
統
的
な
良
い
も
の
は
変
わ
ら
な

い
と
守
れ
な
い
。
新
し
い
仕
組
み
を
ど
ん

ど
ん
取
り
入
れ
な
が
ら
、
全
体
と
し
て
の
本

質
的
な
価
値
は
守
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

漁
村
の
立
場
と
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
流
通

段
階
に
い
る
人
が
、
水
産
物
の
供
給
を
し
て

い
る
川
上
の
漁
業
、
漁
村
を
い
か
に
守
り
育

て
る
か
共
通
に
認
識
し
て
頂
き
た
い
。
一

方
で
、
連
携
が
十
分
と
ら
れ
な
い
と
新
し
い

仕
組
み
は
で
き
な
い
。
流
通
段
階
に
い
る

人
達
が
共
同
関
係
を
構
築
、
水
産
物
と
し
て

の
価
値
の
パ
イ
を
大
き
く
し
て
、
そ
れ
を
合

理
的
に
分
担
す
る
よ
う
な
提
携
関
係
が
必

要
。」
と
結
ん
だ
。
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漁
業
協
同
組
合
J
F
し
ま
ね
と
、
島
根
県
内
魚
商
人
組

合
で
つ
く
る
島
根
県
魚
商
人
組
合
連
合
会
が
、
去
る　

月
12

　

日
に
島
根
県
魚
食
普
及
推
進
協
議
会
を
設
立
し
た
。

19
　

本
協
議
会
は
、
本
組
合
が
行
っ
て
い
る
イ
オ
ン
リ
テ
ー

ル
株
式
会
社
と
の
水
産
物
直
接
取
引

に
係
る
買
受
人
説
明
会
の
中
で
、
同

協
議
会
の
立
上
げ
に
合
意
し
た
も
の

で
、
島
根
県
内
外
の
観
光
客
に
対
す

る
島
根
県
産
魚
の
P
R
活
動
、
量
販

店
及
び
小
売
店
舗
に
お
け
る
販
売
方

法
の
見
直
し
等
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
を

踏
ま
え
た
地
元
産
水
産
物
の
普
及
促

進
を
行
い
、
持
続
す
る
魚
食
生
活
に

つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て

行
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　消費者の魚離れが進むなか、魚食の普及拡大と魚食文化の維持普及を目的として、かねてより計
画していた直接取引事業が、燃油高騰対策にかかる流通・小売関係者との懇談会をきっかけとして
始まったイオンリテール株式会社との直接取引。この事業実施にあたって「１船全量取引」とした
ことで、店頭における対面販売による食べ方の提案など消費者への情報提供の必要性や、豊富な魚
種が揃うことによって、新たな消費者の掘り起こしにつながるなど、これからの魚食普及推進方策
のきっかけとなっている。また、併せて組合員の漁業手取りの更なる向上に繋がることとなった。

平成20年

燃油高騰に係る全国一斉休漁の実施
イオンを始めとする流通・小売関係者と全漁連関係者との懇談会（東京）

7月15日

燃油高騰水産業緊急対策事業に、流通対策のテコ入れによる漁業者手取りの確保対策
として、国産水産物安定供給推進事業に直接取引推進事業が盛り込まれる。

7月29日

漁業協同組合ＪＦしまね、イオン株式会社との事業打ち合わせ開始（東京）8月 4 日

第1回直接取引事業実施（定置網4統　約2.7トン）8月16日

店頭販売8月17日

水産物直接取引協定書締結（島根県庁）9月11日

第2回直接取引事業実施（定置網5統、小底1統　約7トン）9月29日

店頭販売9月30日

第3回直接取引事業実施（定置網3統、小底1統　約3トン）10月19日

店頭販売10月20日

第4回直接取引事業実施（定置網7統他　約5トン）11月29日

店頭販売11月30日

第5回直接取引事業実施（定置網4統他　約6トン）12月19日

店頭販売12月20日

平成21年
第6回直接取引事業実施（定置網3統他　約4トン）1月 3 日

店頭販売1月 4 日

第7回直接取引事業実施（定置網2統、小底2統　約3トン）1月19日

店頭販売1月20日

直直接接取取引引事事業業実実施施ののここれれままででのの動動きき

　

水
産
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
会
（
梅
崎
義
人
会
長
）
の
年

度
賞
に
、
本
組
合
と
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
と
の
直
接
取
引
事

業
が
選
定
さ
れ
、
去
る
１
月　

日
に
表
彰
状
が
贈
呈
さ
れ

21

た
。
本
取
引
が
生
産
者
と
消
費
者
の
支
持
を
得
た
先
進

的
取
り
組
み
と
し
て
認
め
ら
れ
本
受
賞
と
な
っ
た
。
贈

呈
式
で
岸
会
長
が
「
本
取
引
に
よ
り
魚
食
普
及
が
進
め

ば
、
漁
業
者
の
経
営
安
定
に
つ
な
が
る
。
関
係
者
と
共
通

認
識
を
持
っ
て
魚
食
普
及
に
努
め
た
い
。」と
述
べ
、
来
賓

の
山
田
水
産
庁
長
官
よ
り
「
漁
業
生
産
構
造
改
革
の
第
一

歩
、
今
後
も
政
策
推
進
す
る
。」
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。
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島
根
県
ま
き
網
漁
業
協
議
会  
副
会
長

  
㈲
共
幸
水
産  
代
表
取
締
役

�
��
�

���
��

（
浦
郷
支
所　

中
型
ま
き
網
漁
業
）

　

昨
年
は
、
異
常
と
も
言
え
る
急
激
な

燃
油
価
格
の
高
騰
で
ス
タ
ー
ト
し
、
七

月
に
は
盛
漁
期
に
も
関
わ
ら
ず
漁
業
の

厳
し
い
窮
状
を
訴
え
る
た
め
に
全
国
一

斉
休
漁
と
い
う
手
荒
な
手
段
で
、
国
あ

る
い
は
広
く
国
民
に
ま
で
支
援
に
対
す

る
理
解
を
求
め
る
と
こ
ろ
ま
で
追
い
込

ま
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
米
国
に
端

を
発
し
た
世
界
的
な
景
気
の
減
速
に
よ

り
、
燃
油
価
格
も
少
し
ず
つ
で
は
あ
る

も
の
の
下
落
傾
向
を
見
せ
は
じ
め
、
落

着
き
を
取
り
戻
し
は
じ
め
た
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す
。

　

そ
の
間
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
が
、
政
府
へ
の

抜
本
的
な
支
援
策
を
要
望
す
る
た
め

に
、
全
国
の
組
織
に
先
駆
け
て
い
ち
早

く
行
動
を
起
し
中
心
的
な
役
割
を
果
た

し
た
こ
と
は
、
高
く
評
価
し
今
後
の
活

動
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

ま
た
、
昨
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
Ｊ

Ｆ
し
ま
ね
と
イ
オ
ン
と
の
直
接
取
引
は

漁
獲
量
、
金
額
の
大
小
に
関
わ
ら
ず
今

後
の
流
通
の
在
り
方
に
大
き
な
一
石
を

投
じ
た
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

我
々
ま
き
網
漁
業
に
お
い
て
も
本
年

は
、
今
後
の
経
営
安
定
化
を
図
る
た
め

に
こ
の
流
通
改
革
に
早
急
に
取
り
組

み
、
魚
価
の
低
迷
や
漁
獲
物
の
消
費
の

減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
生
産

者
、
荷
受
け
、
仲
買
の
三
者
で
協
議
を

重
ね
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

世
界
同
時
不
況
と
言
う
今
ま
で
に
経

験
の
無
い
、
先
行
き
不
透
明
な
厳
し
い

環
境
の
中
で
は
あ
っ
て
も
、
雇
用
不
安

な
ど
に
よ
っ
て
起
こ
る
優
秀
な
人
材
の

確
保
な
ど
、
こ
ん
な
状
況
だ
か
ら
こ
そ

生
ま
れ
る
チ
ャ
ン
ス
に
夢
を
賭
け
、
一

歩
一
歩
を
前
向
き
に
進
ん
で
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

  
真
和
漁
業
生
産
組
合  
専
務
理
事

�
��
�

���
��

（
浜
田
支
所　

定
置
網
漁
業
）

　

昨
年
１
年
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

自
然
環
境
面
に
お
い
て
は
大
き
な
災
害

も
少
な
く
、
日
本
海
最
大
の
厄
介
物
エ

チ
ゼ
ン
ク
ラ
ゲ
も
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

効
果
な
の
か
姿
を
あ
ま
り
見
せ
ず
、
出

漁
日
数
も
前
年
と
比
較
す
る
と
上
回
っ

て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

一
方
、
漁
獲
面
は
大
き
な
増
大
は
少

な
く
、
平
年
並
み
か
や
や
上
向
き
ど
ま

り
で
し
た
。
ま
た
、
燃
油
の
乱
高
下
に

始
ま
り
、
年
末
よ
り
ア
メ
リ
カ
発
世
界

経
済
危
機
の
影
響
が
凄
ま
じ
い
ス
ピ
ー

ド
で
我
々
の
魚
価
に
も
影
響
を
及
ぼ
し

始
め
る
と
い
う
、
ま
っ
た
く
喜
怒
哀
楽

の
は
っ
き
り
し
た
１
年
で
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
我
々
生
産
者
に

と
っ
て
一
筋
の
光
も
さ
し
始
め
て
き
て

い
ま
す
。
食
の
安
心
安
全
問
題
に
始
ま

り
、
国
内
食
物
自
給
率
、
失
業
問
題
な

ど
国
家
的
課
題
に
直
面
す
る
中
、
私
た

ち
一
次
産
業
へ
の
大
き
な
期
待
が
寄
せ

ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
年
を
最
大
の

チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
、
ロ
ー
リ
ス
ク：

ミ
ド
ル
リ
タ
ー
ン
の
年
に
な
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　

私
た
ち
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
も
早
３
年
目
を

迎
え
、
当
初
様
々
な
組
織
改
革
の
痛
み

に
耐
え
な
が
ら
骨
太
の
組
合
に
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
今
後
は
痛
み
を
和
ら
げ

な
が
ら
持
続
可
能
な
生
産
活
動
を
維
持

し
て
い
く
上
で
、
私
た
ち
組
合
員
の
努

力
と
協
力
に
期
待
し
ま
す
。
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終
わ
り
に
、
漁
業
者
と
し
て
、
地
域

社
会
の
一
員
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す

べ
く
日
々
健
康
に
ガ
ン
バ
リ
ま
し
ょ
う
。

　

昨
年
の
燃
油
の
高
騰
に
は
、
目
の
前

が
真
っ
暗
に
な
り
、
今
後
ど
の
よ
う
に

船
の
経
営
を
し
よ
う
か
と
大
変
悩
ん

だ
。
漁
師
と
し
て
の
「
命
」
に
と
ど
め

を
刺
さ
れ
た
思
い
で
あ
っ
た
。

　

現
在
、
燃
油
価
格
は
よ
う
や
く
落
ち

着
き
一
段
落
し
た
よ
う
に
思
え
る
。
し

か
し
、
世
の
中
の
経
済
が
立
直
り
を
見

せ
れ
ば
、
物
流
が
回
復
し
て
、
必
ず
燃

油
も
高
く
な
る
と
思
っ
て
い
る
。
我
々

漁
業
者
は
、
あ
る
程
度
の
燃
油
高
騰
に

耐
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
体
質
改
善
を
し

て
お
か
な
い
と
大
変
な
事
に
な
る
と
思

う
。
生
産
コ
ス
ト
の
削
減
、
省
力
化
、

省
エ
ネ
対
策
、
そ
し
て
限
ら
れ
た
資
源

の
中
で
生
か
さ
れ
て
い
る
我
々
漁
民

が
、
今
ま
で
以
上
に
魚
の
命
を
大
切
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

『
も
っ
た
い
な
い
』
と
い
う
言
葉
は
既

に
忘
れ
ら
れ
た
よ
う
に
思
え
る
言
葉
だ

が
、
規
格
に
合
わ
な
い
小
さ
な
魚
や

少
々
形
の
悪
い
魚
は
出
荷
せ
ず
投
棄
し

て
い
る
の
が
現
状
。
し
か
し
こ
れ
ら
の

魚
を
う
ま
く
利
用
し
て
い
く
こ
と
が
魚

消
費
の
拡
大
に
も
繋
が
り
、
ま
た
我
々

漁
業
者
全
体
が
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
う
。

　

私
は
、
漁
業
者
の
意
識
改
革
に
全
力

を
上
げ
て
頑
張
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
。

　

昨
年
は
燃
油
の
高
騰
等
漁
業
に
と
っ

て
大
変
厳
し
い
1
年
で
し
た
が
、
逆
に

一
般
の
消
費
者
に
漁
業
の
窮
状
を
理
解

し
て
も
ら
え
た
1
年
で
も
あ
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
べ
に
ず
わ
い
が
に
漁
業

に
お
い
て
は
資
源
回
復
計
画
を
進
め
る

中
で
の
日
本
初
の
�
�
（
漁
獲
量
の
個

別
割
当
）
の
実
施
と
、
持
続
可
能
な
漁

業
と
し
て
マ
リ
ン
エ
コ
ラ
ベ
ル
ジ
ャ
パ

ン
の
認
証
第
1
号
（
生
産
者
段
階
認
証

が
島
根
県
船
7
隻
を
含
む　

隻
、
加
工

12

流
通
認
証
が
J
F
し
ま
ね
を
含
む
6

社
）
を
取
得
し
た
と
い
う
1
年
で
も
あ

り
ま
し
た
。
自
分
た
ち
が
考
え
実
行
し

て
い
る
資
源
管
理
の
内
容
や
様
々
な
取

り
組
み
を
一
般
の
消
費
者
に
伝
え
、
理

解
を
し
て
も
ら
っ
て
漁
業
を
応
援
し
て

も
ら
う
努
力
を
漁
業
者
自
ら
行
っ
て
い

く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。
J
F

し
ま
ね
と
共
に
、
今
年
は
さ
ら
に
べ
に

ず
わ
い
が
に
の
販
路
拡
大
に
向
け
て
、

6
月
の
「
食
育
推
進
全
国
大
会
」
を
含

め
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
P
R
を
行
っ
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

世
界
的
な
地
球
温
暖
化
が
言
わ
れ
る

  
出
雲
地
区
定
置
網
組
合
連
合
会  
会
長

  
㈲
小
川
漁
業　

代
表
取
締
役

�
��
�

���
��

（
島
根
町
支
所　

定
置
網
漁
業
）

  
島
根
県
か
に
か
ご
漁
業
組
合

  
組
合
長
理
事

�
��

�
���
��

  
島
根
県
小
型
機
船
漁
業
協
議
会  
会
長

�
��

�
���
��

（
大
田
支
所　

小
型
底
曳
網
漁
業
）

中
、
島
根
の
海
で
も
色
々
な
影
響
が
で

て
い
る
。

　

磯
焼
け
現
象
や
、
エ
チ
ゼ
ン
ク
ラ
ゲ

の
異
常
発
生
、
ハ
リ
セ
ン
ボ
ン
の
来

襲
、
そ
し
て
季
節
の
回
遊
魚
の
減
少

等
、
近
年
に
な
い
厳
し
い
現
状
の
中
で

我
々
漁
業
者
は
生
活
し
て
い
る
。

　

人
件
費
の
削
減
、
出
荷
経
費
の
節

約
、
そ
し
て
殺
菌
冷
海
水
装
置
を
使
っ

た
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進
で
現
状
を
乗
り

切
っ
て
来
た
が
、
一
昨
年
来
の
原
油
の

高
騰
に
よ
る
燃
油
価
格
と
魚
箱
な
ど
を

始
め
と
す
る
漁
業
資
材
の
値
上
が
り
な

ど
漁
業
者
に
と
っ
て
は
死
活
問
題
に
な

り
か
ね
な
い
現
状
で
あ
り
、
そ
の
た
め

全
国
漁
業
者
の
決
起
大
会
や
全
国
一
斉

休
漁
な
ど
、
漁
業
者
の
苦
し
み
を
訴
え

る
年
で
あ
っ
た
。

　

サ
バ
、
イ
ワ
シ
の
漁
獲
減
少
が
あ
る

も
の
の
、
明
る
い
兆
し
も
あ
り
、
ア
ジ

の
漁
獲
増
や
、
太
平
洋
、
瀬
戸
内
海
が

主
体
の
サ
ワ
ラ
が
近
年
日
本
海
で
大
量

に
獲
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ

る
。

　

ま
た
、
流
通
の
面
で
は
、
イ
オ
ン
と

の
直
接
取
引
販
売
、
生
産
者
の
顔
が
見

え
る
販
売
や
鮮
度
保
持
の
徹
底
を
図
る

こ
と
に
よ
り
、
消
費
者
が
安
心
で
安
全

な
魚
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
努
力
す
る
必
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要
が
あ
る
と
思
う
。

　

今
後
、
我
々
漁
業
者
も
流
通
の
知
識

を
高
め
、
販
売
に
も
積
極
的
に
力
を
入

れ
る
よ
う
努
力
す
る
べ
き
で
あ
る
。
そ

の
た
め
に
は
明
確
な
産
地
表
示
や
、
水

揚
現
場
、
生
産
者
の
写
真
も
必
要
か
も

し
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
行
政
、
Ｊ
Ｆ
し

ま
ね
、
生
産
者
と
も
に
魚
価
の
底
上
げ

や
漁
業
後
継
者
の
確
保
対
策
を
強
く
押

し
進
め
、
若
者
が
漁
業
に
希
望
を
持

ち
、
し
っ
か
り
漁
業
で
生
活
で
き
よ
う

な
環
境
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。

　

昨
年
１
年
間
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す

と
、
年
明
け
か
ら
の
原
油
高
騰
に
よ

り
、
漁
業
用
燃
油
価
格
（
軽
油
）
も
１

㍑
１
３
３
円
ま
で
値
上
り
し
、
水
揚
高

に
対
し
６
割
を
占
め
る
割
合
に
な
り
ま

し
た
。

　

沖
合
い
へ
の
漁
場
（
は
え
縄
）
を
諦

め
て
、
沿
岸
寄
り
に
漁
場
を
転
換
し
、

狭
い
漁
場
の
取
り
合
い
と
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
そ
れ
に
伴
い
資
材
関
係
の
高

騰
や
魚
箱
等
、
漁
業
者
に
と
っ
て
直
接

影
響
す
る
こ
と
も
、
厳
し
い
漁
業
環
境

を
見
た
様
な
感
じ
で
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
は
島
根
県
か
ら
の
省
エ
ネ
対
策

費
と
し
て
、
船
底
塗
料
等
に
対
し
て
の

補
助
金
や
、
出
雲
市
よ
り
燃
油
高
騰
対

策
費
と
し
て
の
補
助
金
も
あ
り
、
漁
業

者
一
同
行
政
並
び
に
、
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
に

対
し
て
も
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

年
明
け
前
か
ら
、
原
油
価
格
が
下
が
り

は
じ
め
、
３
年
前
の
価
格
に
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
春
漁
か
ら
は
遠
く
へ
行
く

こ
と
が
で
き
、
水
揚
量
が
相
当
期
待
で

き
る
と
確
信
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
地
元
の
主
要
魚
種
で
あ
り
ま
す
、

ア
マ
ダ
イ
の
資
源
が
２
年
前
よ
り
上
向

き
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
に
期
待
す
る
こ
と
は
、

漁
業
者
の
所
得
増
に
つ
な
が
る
、
高
い

消
費
地
価
格
の
安
定
と
流
通
の
構
造
改

革
を
進
め
て
頂
き
た
い
と
、
切
に
念
願

い
た
し
ま
す
。

　

終
わ
り
に
な
り
ま
す
が
、
県
内
の
漁

業
者
の
方
々
の
航
海
安
全
と
大
漁
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

漁
師
に
な
ろ
う
と
い
う
思
い
を
抱

き
、
鹿
島
町
恵
曇
に
来
て
十
一
年
半
。

　

�
イ
カ
釣
船
で
船
員
と
し
て
雇
っ
て

19も
ら
い
、
漁
師
の
イ
ロ
ハ
を
い
ろ
い
ろ

と
教
え
て
い
だ
た
き
、
現
在
は　

�
船

10

を
購
入
し
独
立
。
今
年
で
六
年
目
を
迎

え
た
。

一
緒
に
な
っ
て
前
進
し
、
さ
ら
に
発
展

し
て
い
く
組
織
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

  
福
義
丸

�
��

�
���
��

（
平
田
支
所　

一
本
釣
漁
業
）

  
明
和
丸

�
��

�
���
��

（
恵
曇
支
所　

小
型
イ
カ
釣
漁
業
）

　

こ
こ
数
年
の
う
ち
に
燃
油
は
ジ
ワ
ジ

ワ
と
高
騰
を
続
け
、
昨
年
に
は
１
２
０

円
台
と
な
り
、
そ
れ
と
と
も
に
、
世
界

的
な
大
恐
慌
、
漁
獲
の
減
少
・
・
・
。

こ
の
ま
ま
漁
師
を
続
け
て
い
く
の
は
限

界
か
？
と
考
え
、
悩
む
日
々
が
だ
ん
だ

ん
多
く
な
っ
て
来
た
の
は
事
実
。

　

し
か
し
、
今
の
自
分
に
は
大
切
な
家

族
を
養
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
大
き
な
責
任
が
あ
る
。
嫁
や
三

歳
に
な
る
息
子
の
存
在
は
本
当
に
大
き

い
。
な
ん
と
し
て
も
息
子
が
大
き
く

な
っ
て
も
漁
師
を
続
け
て
い
た
い
と
い

う
思
い
は
強
い
。

　

こ
の
ま
ま
、
イ
カ
釣
だ
け
で
は
と
い

う
思
い
は
以
前
か
ら
抱
い
て
お
り
、
先

輩
漁
師
に
指
導
を
仰
ぎ
、
ま
た
漁
協
の

方
に
も
協
力
を
頂
い
て
、
イ
カ
釣
以
外

の
漁
業
に
も
挑
戦
し
て
い
こ
う
と
考
え

て
い
る
。

　

Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
は
、
合
併
し
て
三
年
目

を
迎
え
る
が
、
組
合
員
の
中
か
ら
は
合

併
し
て
も
何
も
い
い
事
は
な
い
と
い
う

声
も
耳
に
す
る
。
組
織
が
大
き
く
な

り
、
プ
ラ
ス
面
、
マ
イ
ナ
ス
面
が
ど
う

し
て
も
出
て
来
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

組
合
員
一
人
一
人
が
思
っ
た
こ
と
を

声
に
出
し
て
言
っ
て
い
く
こ
と
も
大
事

だ
と
思
う
し
、
そ
の
声
に
耳
を
傾
け
て

　

飛
躍
〜
今
年
に
か
け
る
思
い
〜
と
い
う

こ
と
で
、
浜
で
活
躍
さ
れ
る
７
名
の
漁
業

者
の
方
々
に
ご
寄
稿
頂
き
ま
し
た
。
立
場

や
形
態
は
違
っ
て
も
可
能
性
を
信
じ
、
更

な
る
漁
業
発
展
を
目
指
す
前
向
き
な
気
持

ち
は
同
じ
だ
と
い
う
こ
と
を
感
じ
ま
し

た
。

　

快
く
ご
協
力
い
た
だ
い
た
漁
業
者
の
皆

様
に
対
し
、
こ
の
場
を
か
り
て
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
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後
継
者
確
保
は
重
要
な
課
題

　

資
源
の
問
題
も
そ
う
で
あ
る
が
、
後
継

者
不
足
も
深
刻
な
問
題
。
国
全
体
が
高
齢

化
と
後
継
者
不
足
に
あ
り
、
漁
業
就
業
者

は
平
成
元
年　

万
人
で
あ
っ
た
が
、
平
成

31

　

年
に
は　

万
人
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

24

12

今
後
は
い
か
に
担
い
手
漁
業
者
を
確
保
し

育
て
て
い
く
か
、
Ｉ
タ
ー
ン
者
に
対
す
る
支

援
は
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
漁
家
の
後

継
者
に
対
す
る
施
策
も
必
要
で
は
な
い
か
。

直
接
取
引
等
、

流
通
構
造
改
革
へ
期
待

　

昨
年
、
全
国
一
斉
休
漁
が
注
目
を
浴
び

問
題
と
な
っ
た
の
が
流
通
構
造
。
す
な
わ

ち
、
コ
ス
ト
高
に
加
え
、
魚
価
安
に
よ
る

漁
業
者
の
手
取
り
が
少
な
く
、
赤
字
経
営

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

ス
ー
パ
ー
大
規
模
店
の
出
店
が
一
気
に
進

み
「
良
い
も
の
を
安
く
」
と
い
う
そ
の
こ

と
が
、
消
費
者
の
低
価
格
志
向
に
拍
車
を

か
け
魚
価
安
に
繋
が
っ
て
い
る
。
供
給
が

減
っ
て
も
値
が
上
が
ら
な
い
の
は
、
売
り
手

業
者
が
支
配
的
に
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

　

そ
う
い
う
状
況
下
、
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
が
イ

オ
ン
と
の
直
接
取
引
を
始
め
た
。少
し
で
も

多
く
漁
業
者
の
手
取
り
が
増
え
れ
ば
と
今

後
の
展
開
に
注
目
し
な
が
ら
期
待
し
た
い
。

漁
業
の
生
き
残
り
を
か
け
て

　

百
年
に
一
度
と
言
わ
れ
る
世
界
不
況
、

そ
の
影
響
が
我
が
家
に
も
及
ん
だ
。
妻
と

娘
の
雇
用
解
雇
、
六
十
歳
を
過
ぎ
て
再
び

大
黒
柱
と
し
て
の
重
責
を
背
負
う
こ
と
と

な
っ
た
。

　

一
作
年
来
の
燃
油
高
騰
に
拍
車
を
か
け

る
資
源
状
況
の
悪
化
・
・
・
。

　

私
が
脱
サ
ラ
し
て
漁
師
に
な
っ
て
５
年

目
の
昭
和
四
十
八
年
頃
は
、
海
は
豊
か
で

燃
油
も
安
く
、
魚
価
は
向
上
し
て
安
定
し

た
生
活
が
で
き
た
。
し
か
し
今
は
全
て
が

逆
転
し
、
新
し
い
発
想
で
漁
業
の
生
き
残

り
を
か
け
て
、
自
ら
努
力
す
る
ほ
か
道
は

な
い
。

　

そ
の
た
め
に
は
ま
ず
豊
か
な
海
を
取
り

戻
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
豊
か

な
資
源
を
持
続
的
管
理
す
る
体
制
を
確
立

し
、
漁
業
を
魅
力
的
な
も
の
に
す
る
こ
と
だ
。

資
源
管
理
の
観
点
か
ら
の

ル
ー
ル
づ
く
り

　

大
中
型
漁
業
は
許
認
可
の
時
点
で
資
源

に
見
合
っ
た
漁
業
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
に
、
現
実
と
し
て
は
何
も
改
善
し

て
い
な
い
。
資
源
は
い
つ
か
戻
っ
て
く
る

よ
う
な
環
境
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。

我
々
の
年
代
は
大
漁
の
様
子
や
喜
び
は

知
っ
て
い
る
が
、
昭
和
四
十
年
台
以
降
の

後
継
者
は
浜
が
大
漁
で
賑
わ
っ
た
様
子
を

知
ら
な
い
。
沿
岸
漁
業
者
は
育
成
し
て
放

流
し
た
り
、
小
さ
な
サ
イ
ズ
は
再
放
流
し
、

漁
具
や
漁
期
の
規
制
な
ど
努
力
し
て
い
る
。

　

一
方
、
半
プ
ロ
遊
漁
者
も
問
題
だ
。
な

ん
ら
規
制
や
負
担
も
な
く
、
有
利
な
条
件

に
な
っ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
遊
び
の
範

囲
を
超
え
て
い
る
遊
漁
者
に
対
し
、
資
源

管
理
と
い
う
観
点
か
ら
ル
ー
ル
づ
く
り
が

必
要
と
考
え
る
。
今
か
ら
で
は
遅
す
ぎ
る

感
は
あ
る
が
、
漁
業
者
だ
け
で
な
く
、
世

論
も
含
め
て
議
論
し
て
い
く
べ
き
で
は
な

い
か
。
そ
れ
が
漁
業
者
に
課
せ
ら
れ
た
責

務
で
も
あ
る
。

　

近
年
、
魚
介
類
の
国
際
的
な
争
奪
戦
争

が
起
き
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
は
魚
は
日
本

に
輸
入
さ
れ
て
い
た
が
、
今
一
部
の
漁
村

か
ら
は
、
中
国
、
韓
国
に
高
値
で
輸
出
さ

れ
て
い
る
と
言
う
。

　

も
し
こ
う
し
た
状
況
が
拡
大
す
る
と
安

定
供
給
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、

今
は
マ
グ
ロ
な
ど
一
部
の
魚
で
は
あ
る
が

今
後
、
多
種
多
様
な
魚
に
及
ぶ
こ
と
が
十

分
に
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
を

世
論
と
し
て
訴
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

漁
業
の
持
つ
可
能
性
を

引
き
継
い
で
ほ
し
い

　

今
後
も
資
源
管
理
や
環
境
保
全
を
継
続

し
、
豊
か
な
海
を
取
り
戻
し
た
い
。

今
の
漁
村
か
ら
魚
が
い
な
く
な
れ
ば
地
域

の
人
達
の
献
身
的
な
奉
仕
に
よ
る
海
浜
清

掃
や
救
助
活
動
な
ど
、
伝
統
あ
る
漁
村
の

体
制
を
衰
退
さ
せ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

　

最
後
に
、
環
境
保
全
、
密
漁
防
止
、
魚
介

類
の
安
心
・
安
全
、
流
通
改
革
な
ど
国
民
の

理
解
は
も
と
よ
り
、
国
、
県
の
対
応
を
期

待
し
、
漁
業
を
思
い
、
理
解
し
、
漁
業
の
持

つ
可
能
性
を
若
い
人
達
に
是
非
引
き
継
い

で
も
ら
い
、
水
産
業
が
更
に
発
展
す
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
。

「
縁
結
び
の
神
」
で
知
ら
れ
る
出
雲
大
社
、
高
さ　
.　

ｍ
で
石
造
り

４３
６５

の
灯
台
で
は
日
本
一
を
誇
る
日
御
碕
灯
台
な
ど
、
数
々
の
観
光
地
を

有
す
る
出
雲
市
大
社
町
。
昔
か
ら
沿
岸
漁
業
が
盛
ん
な
こ
の
町
で
、

漁
師
歴
四
十
年
の
ベ
テ
ラ
ン
一
本
釣
漁
師
、
福
間
文
雄
さ
ん
（　

歳
）

６１

に
、
変
わ
り
ゆ
く
漁
業
、
将
来
へ
託
す
想
い
に
つ
い
て
伺
っ
た
。

 
福  
間 　
 
文 
雄
   

さ
ん 　

歳（
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
大
社
支
所
所
属
）

ふ
く 
ま 

ふ
み 
お

６１
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編集後記

　

海
を
愛
し
、
漁
業
を
育
て
る
意
識
の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
漁

業
後
継
者
育
成
の
一
環
と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
島
根
県

海
の
子
絵
画
展
で
、
最
優
秀
賞
の
島
根
県
知
事
賞
を
受
賞
し
た
東

出
雲
町
立
揖
屋
小
学
校
２
年
、
長
谷
川
尚
貴
君
の
作
品
が
、
こ
の

た
び
１
月　

日
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た
「
第　

回
全
国
海
の
子
絵

27

31

画
展
」
に
お
い
て
、
本
審
査
会
の
最
高
位
（
全
国
で
１
点
）
で
あ

る
「
文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。「
お
に
い

ち
ゃ
ん
と
ウ
ニ
と
り
」
と
題
し
た
作
品
（
※
表
紙
の
絵
）
は
、
今

年
の
夏
、
大
好
き
な
お
に
い
ち
ゃ
ん
と
行
っ
た
海
で
の
思
い
出
と

の
こ
と
で
す
。
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞
を
受
賞

長
谷
川
尚
貴
君
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温
か
い
真
心
に
感
謝

※
平
成　

年　

月
2
日
か
ら
平
成　

年
1
月　

日
ま
で

２０

１１

２１

３１

に
ご
寄
付
頂
い
た
方
の
ご
芳
名
を
掲
載
し
、
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　【
香
典
返
し
】

　

野
村　

博
（
美
保
関
出
張
所
）

【
年
末
募
金
】

　

島
根
県
漁
船
保
険
組
合

　

全
国
合
同
漁
業
共
済
組
合
島
根
県
事
務
所

　

島
根
県
水
産
課

　

島
根
県
水
産
課
水
和
会

　

Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
本
所
・
支
所

◆皆様からのご意見やご感想、ひとこと随想、
また漁村に関する話題などお待ちしていま
す。
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◆本誌のバックナンバー（pdf形式）をホーム
ページで公開しています。
��������	
���

�������������	
�����������	������������


